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㸳㸬京㒔府ᾏ域における取り⤌み 
京㒔府㎰ᯘỈ⏘技⾡センターᾏὒセンター 宮嶋俊᫂㸪⯞㉺⿱⣖ 

伊᰿ᾆ⁺ᴗᰴ式会♫ 㘽井克己 
᪥ᮾ〇⥙ᰴ式会♫ ⚄原ᬦ㐨 

 
㸦㸯㸧実ドᾏ域のᴫせ 
 
京㒔府ᾏ域でのクロマグロの⁺⋓は㸪そのほぼ全てが定⨨⥙⁺ᴗによるものである。

ᮏ府における同⁺ᴗの主対㇟はイワシ㢮やマアジ㸪サワラおよびブリであり㸪クロマ

グロの⁺⋓㔞は多くはなく㸪⁺⋓つ制前の 2015 年においても全体の 0.1 %㸦⁺⋓㔠㢠

の 3 %㸧⛬度にすぎない。しかし㸪㨶体㔜が 30 kg ᮍ‶のクロマグロ小型㨶は㸪その

主⁺ᮇである 1±2 ᭶に㸪しばしば定⨨⥙に大㔞入⥙する。これにより 2018 年の 1±2
᭶には㸪揚⥙中Ṇや⟽⥙撤去など㸪⁺ᴗ⤒営に影㡪を与えるような厳しい対応を取ら

ざるを得ない事態も⏕じた。したがって㸪⡆便かつローコストなクロマグロ小型㨶の

⁺⋓抑制技⾡の㛤Ⓨは㸪ᮏ府の定⨨⥙⁺ᴗにおいては急務となっている。 
そこで㸪京㒔府ᾏ域では㸪伊᰿ᾆ⁺ᴗᰴ式会♫㸦以下㸪伊᰿ᾆ㸧の定⨨⥙⁺場 1 か

⤫を実ド⁺場とし㸪クロマグロ小型㨶の⁺⋓抑制⁺具の㛤Ⓨをヨみた。伊᰿ᾆは㸪「伊

᰿の⯚屋」で᭷名な京㒔府与ㅰ㒆伊᰿⏫に所在し㸪㐠営される定⨨⥙は3か⤫である。

府内の他定⨨⥙と同ᵝ㸪クロマグロの⁺⋓割合はごくわずか㸦⁺⋓㔞の 0.2 %㸪⁺⋓

㔠㢠の 4 %㸧であるが㸪府内の定⨨⥙⤒営体の中ではクロマグロの⁺⋓㔞は᭱も多い。

実ド⁺場の定⨨⥙は㸪垣⥙㸪㐠動場㸪᪼⥙㸪➨一⟽⥙および➨二⟽⥙からなる二㔜ⴠ

⥙であり㸪Ỉ῝⣙ 50 m のᾏ域にタ⨨されている。なお㸪揚⥙作ᴗは㏻常㸪➨二⟽⥙

のみで⾜われる。クロマグロ小型㨶の主⁺ᮇである 1±2 ᭶ᮇにおける⁺⋓の主体はブ

リであり㸪その他にサワラ㸪スズキおよびイワシ㢮➼も⁺⋓されている。すなわち㸪

伊᰿ᾆではクロマグロ小型㨶とブリとの分㞳を᭱優先としながらも㸪サワラ㸪スズキ

およびイワシ㢮➼との分㞳もồめられる。 
 
 
㸦㸰㸧取り⤌み内容 
 
 㸯㸧のれん⥙のᴫせ 

 
⥙┠㑅択性による⁺⋓≀の分㞳は㸪クロマグロ小型㨶とブリのサイズが同⛬度であ

ることから困㞴である。そこで㸪両⪅の定⨨⥙内での㐟Ὃ層の㐪い 1㸧を利⏝した分㞳

パネル㸦以下㸪のれん⥙㸧により㸪両⪅の分㞳をヨみた。のれん⥙をタ⨨した≧態の

ᶍ式図を図 5-1 に♧した。のれん⥙は㸪➨二⟽⥙㸦以下㸪⟽⥙㸧の㨶捕㒊から⣙ 20 m
₃ᩯ側の⟠所に㸪㨶捕㒊と平⾜にタ⨨した。のれん⥙下㒊の㖄ロープの 6 か所に 2 ᮏ

ずつィ 12 ᮏの PE ロープを取り付け㸪6 ᮏ㸦以下㸪たなわ前㸧は⟽⥙の底㸦以下㸪底
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⥙㸧の₃ᩯ側に㸪ṧり 6 ᮏ㸦以下㸪たなわ後㸧は㸪のれん⥙の上㒊を㉺えて底⥙の㨶

捕㒊側に接⥆した。たなわ前は揚⥙に底⥙と共にのれん⥙を上᪼させることを㸪た

なわ後はのれん⥙上᪼後に㨶捕側の底⥙を上᪼させることを意図したものである。の

れん⥙を⏝いた分㞳イメージを図 5-2 に♧した。揚⥙にイワシ㢮はのれん⥙の⥙┠

から㸪ブリ㢮はのれん⥙下㒊とᩜ⥙の㝽㛫から㸪それぞれ㨶捕側に⛣動し㸪クロマグ

ロ小型㨶は₃ᩯ側にṧることを想定した。₃ᩯ側にṧったクロマグロ小型㨶は㸪⮬↛

と定⨨⥙外へと㏨㑊すると⪃えた。 
2018 年度の事ᴗでは㸪クロマグロ小型㨶とブリ㢮やイワシ㢮➼の小型㨶との分㞳

については㸪ほぼ想定㏻りの⤖ᯝが得られた。また㸪クロマグロ小型㨶の㨶捕㒊への

侵入を㜵ぐためには㸪のれん⥙の⥙

丈は 40 m 以上が必せであった。一

᪉㸪サワラやスズキについては㸪の

れん⥙の⥙┠に✺き刺さったり㸪⥙

地に⤡まったりする┠掛り事例が㢖

出した。 
そこで 2019 年度事ᴗでは㸪より多

くのサワラおよびスズキを㨶捕㒊へ

と導くとともに㸪のれん⥙への┠掛

を㍍ῶさせることをㄢ㢟とした。ま

た㸪のれん⥙の分㞳効ᯝの定㔞化を

ヨみた。 
 

  

図 5-1 のれん⥙タ⨨の➨二⟽⥙ᶍ式図 

図 5-2 のれん⥙を⏝いたクロマグロ小型㨶の分㞳イメージ 



- 44 - 

2㸧2019 年度におけるのれん⥙のᨵⰋⅬ 
 
ᨵⰋしたのれん⥙のᶍ式図を図

5-3 に♧した。前年度は⣙ 60 m であ

ったのれん⥙ 2㸧の⥙幅をヨ㦂⁺場

の⟽⥙の⥙幅と同じ 48 m にした。

のれん⥙の両➃は㸪それぞれ᭱大 3 
m まで内側に折り㏉すことができ

る。これにより㸪のれん⥙の両➃㒊

に任意の幅の㛫㝽を作ることがで

きる。この㛫㝽は㸪サワラおよびス

ズキ➼を㏻㐣させて㨶捕㒊へ導く

ことを意図したものである。今年度

の実㦂は両➃を 1.5 m ずつ折り㏉し

た幅 45 m の≧態で実した。 
のれん⥙への⨯⥙を低ῶさせる

ため㸪のれん⥙の⥙地には前年度の

よりも◳いᮦ㉁の⥙地を⏝いた。ク

ロマグロはⰍを㆑別できないとい

う▱ぢがあること 3㸧㸪前年度のᫎ像ㄪᰝでもオレンジⰍを㆙戒するᵝ子はぢられなか

ったことから㸪⥙のⰍはオレンジから㯮へ変᭦した。なお㸪⥙丈および┠合について

は前年度と同ᵝに㸪それぞれ 40 m㸪⬮㛗 4 寸のゅ┠㸦一㎶が 6 ㎝のṇ᪉形㸧とした。

ᨵⰋ型のれん⥙の作〇は 2019 年 9 ᭶までに⤊え㸪クロマグロ小型㨶の⁺ᮇ中である

1 ᭶ 14 ᪥から 1 ᭶ 24 ᪥のᮇ㛫㸪実ド⁺場にタ⨨した。 
 
 
 3㸧のれん⥙の効ᯝ把ᥱㄪᰝ 
 
① Ỉ中カメラ垂下による影ㄪᰝ 
のれん⥙への┠掛り対⟇の効ᯝ᳨ドおよびのれん⥙の⥙┠を抜けていく㨶のほ察

のため㸪Ỉ中カメラによる撮影ㄪᰝを実した。のれん⥙中央㒊の㨶捕側付㏆に㛗さ

40 m のロープを垂下し㸪ローブのỈ῝ 10 m㸪20 m㸪30 m㸪40 m の 4 か所に㸪⫼中合

わせにしたカメラ 2 台ずつィ 8 台を取り付けて実した。ㄪᰝは 1 ᭶ 15 – 17 ᪥に 3
回⾜い㸪揚⥙㛤始の⣙㸯㛫前から揚⥙中にかけてほ察した。その⤖ᯝ㸪揚⥙㛤始よ

り前に㸪ヒラマサが┠掛かりしているᵝ子やクロマグロがのれん⥙から㞳れてὋぐᵝ

子が撮影された㸦図 5-4㸧。 

図 5-3 作〇したのれん⥙のᶍ式図 
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② 㨶探ㄪᰝ 
のれん⥙の両サイド㸦Ἀ側と☾側㸧と⟽⥙との㛫㝽㸪のれん⥙下㒊とᩜ⥙の㛫㝽を

㏻㐣する㨶を☜ㄆするため㸪携帯型の㨶⩌探▱ᶵによるほ察を⾜った。探▱ᶵは㸪の

れん⥙の両サイドの㛫㝽上のᾏ㠃にそれぞれ 1 台ずつ㸪のれん⥙の中央付㏆のᾏ㠃に

1 台㸪合ィ 3 台タ⨨した。㨶探データの受信ᶵとして㸪スマートフォンを㜵Ỉ容器に

入れたものをᾏ上にᾋかべ㸪1 ᭶ 15 ᪥の揚⥙㛤始⣙㸯㛫前から揚⥙中にかけてほ

察した。いずれの探▱ᶵにおいても᫂☜な㨶の反応は得られなかったが㸪ᾏ底やのれ

ん⥙の反射ᫎ像は☜ㄆできた。使⏝した㨶探の㟁ụは公⛠値で 6 㛫ほど持⥆する。

㨶探の周Ἴᩘやタ⨨位⨨を再᳨ウすることで㸪今後㸪夜㛫や㛗㛫のㄪᰝに᭷効利⏝

できる可⬟性がある。 
  

図 5-4 (a) ┠掛りしたヒラマサ (b) のれん⥙から㞳れてὋぐクロマグロ 

(a) (b) 
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③ Ỉ中ドローンㄪᰝ 
のれん⥙と⟽⥙との㛫㝽

を㏻㐣する㨶をほ察するた

め㸪Ỉ中ドローンによるほ察

ㄪᰝを実した。Ỉ中カメラ

ㄪᰝとẚ㍑してᶵ動性があ

るため㸪揚⥙≧ἣに合わせた

フレキシブルな撮影が可⬟

である。ㄪᰝは 1 ᭶ 15±17 ᪥

にィ 3 回実した。15 ᪥の

ㄪᰝはのれん⥙と⟽⥙との

㛫㝽がṇ常に㛤いているか

を☜ㄆする予備ㄪᰝとして

実し㸪㛫㝽の幅が⣙ 1.5 m
であることを☜ㄆした。15±
16 ᪥のㄪᰝでは㸪㛫㝽を抜

ける㨶は☜ㄆされなかった。

17 ᪥のㄪᰝは揚⥙㛤始の⣙

㸯㛫前から揚⥙中にかけ

て実し㸪㛫㝽を抜ける㨶の

撮影に成功した。まず㸪揚⥙

㛤始前には㸪スズキやブリが

のれん⥙との㛫㝽を㏻って

㨶捕側と₃ᩯ側を⾜き᮶す

るᵝ子がほ察された㸦図 5-
5㸧。また㸪揚⥙㛤始後㸪㛫㝽

が徐々に⊃くなっていく᭱

中に㸪ブリやスズキが₃ᩯ側から㨶捕側へと抜けてくるᵝ子がほ察された。中には㸪

ほとんど㛫㝽がなくなってから㨶捕側へ抜けるスズキもほ察できた。 
これらの⤖ᯝから㸪のれん⥙の⥙幅を⟽⥙の⥙幅よりも 3 m ▷い 45 m で固定する

こととした。 
④ ῝度ィㄪᰝ 
のれん⥙のタ⨨ᮇ㛫中㸪のれん⥙下➃㸪三ᯛ口㸪たなわ前㸪たなわ後の 4 か所に῝度

ィをタ⨨し㸪᧯ᴗ中及び平常の⥙の挙動をㄪべた。のれん⥙をタ⨨した全ᮇ㛫を㏻

して㸪のれん⥙の下➃の῝度ィはほぼṇ☜にỈ῝ 40 m を♧した。前年度の⤖ᯝでは㸪

のれん⥙の下➃は 43 m 付㏆にあった。この差により㸪前年度の⤖ᯝではのれん⥙下

➃と⟽⥙の底との㝽㛫は 12±13 m であったのが㸪今年度は常に 15 m ⛬度の㝽㛫を保

図 5-5 㛫㝽を抜けるブリとスズキ 
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持していたことが分かった㸦図 5-6㸧。このせ因として㸪⥙地を◳いものに変᭦したこ

とにより⥙の変形が抑えられたこと㸪のれん⥙下➃にタ⨨した㖄ロープの㔜㔞を前年

度よりも㍍くしたことの 2 Ⅼが⪃えられた。 

 
⑤ ⡆᫆ CTD ㄪᰝ 
のれん⥙タ⨨のᾏἣを☜ㄆするため㸪⡆᫆ CTD を使⏝して㸪予備ⓗに㖄┤ほ 

を実した。ㄪᰝは 1 ᭶ 24 ᪥に⟽⥙の外側で実した。その⤖ᯝ㸪40 m 付㏆に弱い

㌍層が存在することが分かった。クロマグロの㐟Ὃ層と㌍層との㛵係は⌧Ⅼでは不

᫂であり㸪今後さらなるㄪᰝ◊✲が必せである。 
⑥ ₻ὶほ ㄪᰝ 
クロマグロ᮶㐟の₻ὶを᫂らかにする┠ⓗと㸪のれん⥙タ⨨の⥙成りと₻ὶの

㛵係を᫂らかにするため㸪Ỉ῝ 10 m および 30 m においてグ㘓式₻ὶィを⏝いた₻ὶ

ほ を実した。ほ ᮇ㛫は 2019 年 8 ᭶から 2020 年 3 ᭶までである。すでに回収し

た 8±11 ᭶のほ ⤖ᯝでは㸪Ỉ῝ 10 m および 30 m の平均ὶ㏿はそれぞれ 14.1 cm/s お
よび 10.2 cm/s と 10m ῝の᪉が㏿く㸪᭱多ὶ向はᮾおよび南すと㐪いがぢられた。⁺

ᮇ中の 12 ᭶以㝆のほ ⤖ᯝについては㸪₻ὶィを回収ḟ➨㸪クロマグロ入⥙㔞との

㛵係や㸪῝度ィのほ ⤖ᯝと併せて㸪のれん⥙タ⨨の⥙成りとの㛵係についてゎᯒ

し㸪今後ののれん⥙のᨵⰋの㝿の参⪃とする。 
⑦ 分㞳効ᯝの定㔞化ヨ㦂 
のれん⥙によって㸪分㞳できるクロマグロの㔞㸪および㸪㐓失する⁺⋓≀の㔞を把

握するため㸪定㔞化ヨ㦂を 1 ᭶ 22±24 ᪥に実した。ヨ㦂᪉ἲは㸪⟽⥙の₃ᩯ口を㛢

じて⁺⋓≀の出入りをなくした≧態で㸪1 回┠᧯ᴗとしてのれん⥙を使⏝した㏻常の

᧯ᴗを⾜い㸪2 回┠᧯ᴗとして⟽⥙内にṧった㨶を全てỈ揚げした。したがって㸪1 回

┠᧯ᴗでは㸪のれん⥙を使⏝しても⁺⋓される⁺⋓≀の㔞が㸪2 回┠᧯ᴗではᮏ᮶な

ら⟽⥙内に再ᨺὶされ㸪⁺⋓が抑制される㔞が把握できる。ヨ㦂の⤖ᯝを図 5-7 に♧

した。ヨ㦂ᮇ㛫中の主せ⁺⋓≀のうち㸪カタクチイワシ㸪イカ㢮㸪マアジ㸪ブリ㸪ス

ズキおよびサワラは入⥙した㔞㸦あるいは尾ᩘ㸧の㸪それぞれ 94%㸪100%㸪100%㸪

図 5-6 のれん⥙下➃と⥙底との差 
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100%㸪79%および 45%が 1 回┠᧯ᴗで⁺⋓された。一᪉㸪ヒラマサは 1 回┠᧯ᴗでは

全く⁺⋓されず㸪全て 2 回┠᧯ᴗで⁺⋓された。 
クロマグロについては㸪1 ᭶ 22 ± 24 ᪥の定㔞化ヨ㦂のほかに㸪のれん⥙タ⨨ᮇ㛫

図 5-8 のれん⥙によるクロマグロの分㞳≧ἣ 
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中㸪入⥙した尾ᩘとのれん⥙で分㞳された尾ᩘをグ㘓した。その⤖ᯝを図 5-8 に♧し

た。ᮇ㛫中㸪8 回の᧯ᴗに合ィ 101 尾のクロマグロが☜ㄆされ㸪その内のれん⥙に

よって分㞳に成功したクロマグロの尾ᩘは 86 尾㸪分㞳に失ᩋした尾ᩘは 15 尾であっ

た。したがって㸪クロマグロの分㞳成功⋡は 85 %となる。 
 
㸦㸱㸧得られた成ᯝ 
 
のれん⥙の分㞳効ᯝ 
のれん⥙の使⏝により㸪クロマグロとカタクチイワシ㸪ブリ㸪マアジ㸪イカ㢮およ

びスズキとを㧗い割合で分㞳することができた。伊᰿ᾆ⁺ᴗᰴ式会♫の実ド⁺場㸦Ỉ

῝⣙ 50 m㸧においては㸪のれん⥙の⥙丈は 40 m㸪⥙幅は⟽⥙の幅よりも両サイドが

1K㸦1.5 m㸧ずつ▷い 45 m㸪⥙地は㏻常の⟽⥙よりも固めのᶞ⬡加工をしたものが

᭷効であった。のれん⥙の┠合は㸪ᮏ事ᴗでは⬮㛗 4 寸のゅ┠㸦一㎶ 6 ㎝のṇ᪉形㸧

を使⏝した。なお㸪ゅ┠を⏝いた⌮⏤は㸪のれん⥙の⥙成りを☜保するためと㸪イワ

シ㢮➼の小㨶の⥙抜けの効⋡を㧗めるためである。一᪉㸪サワラやヒラマサの多くが

のれん⥙に┠掛りしたことから㸪その┠合については再᳨ウする必せがある。入⥙す

るサワラやヒラマサは㸪クロマグロよりも⬗周㛗が▷いことや㸪クロマグロは必せ以

上に⥙に接㏆しないことから㸪┠合を⌧≧よりわずかに大きくすることで㸪サワラや

ヒラマサは㏻㐣でき㸪クロマグロは㏻㐣できないのれん⥙の作成が可⬟だと⪃えられ

る。今後㸪᭱㐺な┠合について᳨ウしたい。 
のれん⥙の実⏝性について 
のれん⥙のタ⨨は⣙㸯㛫⛬度㸪のれん⥙を使⏝することによって余分にかかる᧯

ᴗ㛫は⣙ 15 分⛬度であり㸪十分実⏝ⓗだとゝえる。ただし㸪ロープ㢮が増える㸦た

なわ前後でィ 12 ᮏ㸧ため㸪それを扱う人員および慣れが必㡲となる。また㸪実㦂⁺

場以外における᭱㐺なのれん⥙の幅および丈はᮍ▱である。 
のれん⥙は㸪クロマグロを⯪上に上げないという分㞳システムにより㸪大㔞のクロ

マグロ入⥙にも対応が可⬟なことに加え㸪㨶体に傷がつきにくく㸪㓟Ḟにもなりにく

いことから㸪クロマグロの⏕ṧ⋡も㧗いと予想される。したがって入⥙したクロマグ

ロすべてをᨺὶしなければならない≧ἣにおいて㸪のれん⥙は効ᯝⓗなツールの一つ

だと⪃えられる。 
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